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　 　 　 　 　 　 〇bservatlon 　of 　ICD 　ln　Ne　dimer
　 　　　　　 　 KEK −PF、　LUREA、　IMse．　LCP一凹RC
T　Aoto、　P　LabianquleA、　Y　HIkosakae、　F 　PenentC、　K　Ito

る 幅広の ピ
ー

クが観 測 される．
48．75eV 以上で 見 られ る構造

は ．Ne ’（2p 》
−2nlnT −一・Ne 　lこ起 因

す る e こ れ ら の 中 性 励 起 状 態は

自動 電離 1こよ リ Ne＋（2s）』1−一・Ne
とな り、ICD によ り2 つ の イオ

ン に解 離す る 。挿入 図は ＊ にお

け る 同 時 計 測 Ne →の 運 動 エ ネル

ギー分布（KED 》を示 す。講演で

は 理諭 との 比 較 を 交 え 観 測 結

果 に つ い て 議 諭 す る 。

　 内殻 電子は局在 性が強 く、核間距離 が大き い クラス タ
ー

な どで は．そ

れ らを 構 成 して い る 異 な る 原子 間で の 内殻
一バ レ ン ス 電子 相関 は 非 常

に 弱 い と 考 え られ る 。そ の た め 、異 な る 原 子 間 で の 電 子 相 関 に よ る

InteratomiC　Coulombic 　Decay（ICD ）は ク ラ ス タ ーの 内殻 励起で は 非 常

に起 こ りにくい 。とこ ろで 最近、イ ン ナ
ーバ レ ン ス で は 内殻 電子 に 比べ

て 、原 子 間 電 子 相 関 が 強 い こ と が Ne ダ イ マ
ーな ど の ク ラ ス タ ーで 見 い

だ さ れて い る 【1，2】。Ne ・・−Ne （Ne ダ イ マ
ー

） の Ne 　2s 光 電 離 に よ り

Ne←（28）『1−・・Ne が生成 される。2sホ
ー

ル は中性 Ne 原子 の 2p 電子 に よ り

埋め られる と同時 にホ
ール の あ っ た Ne か ら 2p 電 子が 放 出さ れ、解 離性

ポテ ン シ ャ ル 曲 線を 有す る Ne＋（2p）』1…Ne＋（2p）』1 が 生 成 され る 。こ の結

果 、2 個の 運 動エ ネル ギ
ー

を持 つ Ne’（2p）−tが生 じる 。
　 図 1 に は Ne 　2e の 電離 し きい 値（48．475　 eV ）近傍 で の イオ ン

ー
イ オン

同時 測定の 収 量ス ペ ク トル を示 す。測 定は PF の BL16B で 行 っ た 。Ne 　28

し き い胆以 下 で は 直接電離で 生成 され る Ne＋（2s）．1…Ne の ICD に起 因す
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　本 研 究 室 で は 、分 子 の 光励起 に よ り生 じる中性解離 フ ラグメ ン トか ら

の け い 光 放出断 面 積 を入射光 子 エ ネル ギ
ー

の 関数 と して 測 定し 、そ の 分

子の 2 電子 励 起 状態 を研 究 して い るllle しか し、中性解離 フ ラ グメ ン ト

を生 成 す る 解 離 性直接イ オ ン 化 の しきい 値以 上 の エ ネル ギ
ー

で は 、その

大 き な 寄 与 の た め に 多電子 励起 分子に 起因する構造が 、隠 され て しま う。
そこ で イ オ ン化 の 寄 与 を取 り除 くた めに 、2 つ の 中性解離 フ ラ グメ ン ト

か ら の け い 光 を同 時 計数 する｛γ，2γ）法を開発 した12［。本研究で は〔γ，2γ｝

法 を Nt に適用 し、N 原子 けい 光の 2 つ の 光子 を同時に 放出 する 過程 〔1）

瓢犠掣釁翼蹲 嬲靉
’
國

と して 測定 した。

鞭 1琳
ま た 、N 原 子 か らの けい 光放出

の 微分 断 面 積 、d σltd Ωj、も測定

した 。
dσ 1’dΩ曲 線（図 1｛a ｝）の 35eV 以

上 で は 、解 離性 直接 イ オン 化の

寄 与 が 支 配 的 で あ る 。一
方

d！mtd Ω 」dΩ） 曲 線（図 1〔b））で は

36eV 付 近 に 、NR の 励起状態に

起 因 す る 新 し い 共 鳴 構 造が 現
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ー

イオ ン 同時凋 足収匳 ス ベ ク トル
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図1，Nt の 光 励 起 に起 因 す る N 原 子 か

ら の け い 光 放 出の 徴 分 断 面 積 （a ）、2

光子 放 出 の 2 重微 分 断 面 積 〔b）対 入 射

光子 エ ネル ギ
ー

の プロ ッ ト。
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1　 は じめ に

　希ガス 原子の 洩い 内殻電子を光イオン化 した 際の 多価イ オン 生成に つ い て は、
多 くの研究 が 行われ てい る。1｝そ れ らの機 構の解 明 では 、エ ネル ギ ー選 別 され

た電子 とイ オ ンを同時計数 す る計測 法は有 効な もの である 。最近 は、Krの浅 い

内殻軌道に 対して だ けで なく．1．7keV 近鋳に ある KrL殻電子の イオン 化の 研

究も増 えつ つ あ るen こ こ では ．　KrbO電子 を光 イ才 ン 化 した瞭の 電子 と多価 イ

オ ンの 同時計 敷法 によ る研 究 を報告 する。
2　実験法

　敏射光（SPring−8）を単色化 して、17keV 近傍の 軟 X線を Krに照射 して生ず

る多価イオンを飛行時間型賃量分析計で計測 し、光電子あるい はオ
ー

ジェ 電子

を円囲賃型 電子分析 器 で検 出 し、それ らの 信号 の伺期をと っ て 、マ ル チチ ャ ン

ネル ア ナ ラ イザーで 分析 した。また 、パル ス 電場を印加し て ．飛行時間 ス ペ ク

トル （Krイオ ン の荷 電状態分 布） も測 定 した 。
3 　結果 お よび考察

　パル ス 遥 で 得 られ た荷電 状態 分布 は、最 大収 量の イ才 ン が 5 価で あり、次が

4 価 、3 番 目が6 価 で ある。こ れは 、Cerlson らの デ
ー

タ と非常 に よく
一

致 し

て お り．また しきい 電子 との 岡 時計 数法で の 早石 らの 値 とも近い もの で ある。
K  hur らの計算 に よる結 果 では、4 価 が最大 収量 にな っ て いて．実験 データ よ

り低価数側の 値が大きくな っ て い る。
　L脳 オージェ電 子との 同時計 測法 での データでは、4 価 イオ ン の収量 が 7

翻租 度 あ り、5 価 イオ ン が 3M 糧 度 生成 する 。この オージ鰹 状態 （3d’〕は、お

よそ 215eV 近鋳に あり．5価 イオ ンの 基底択 態 （4p「5　 ny　200　eV ）よ りは上に

存症 す る。4 価イ才 ン を最趨生成 物とする主 要経路は以 下 で あるが 、一部は、
2 電 子放 出等 を饉て 5価イ オ ンにな る。
Kr悖（2卩

一1
〕　 → 　KrS（舘 う　や　o 　→　　KrS

．
（3d
．1
如
一
う　申　2e→ 　　Kr

“
（4p4）　や　30
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　Na原子 に 対 しK蝕吸収 端付近の エ ネ ル ギ
ー

で 光励起
・
光電離過 程の 測定

を行 っ た。Na 原子 線 とSPrm8 −8 （BL27 ）か らの 放射光 を交差 させ 、生成

イオ ン を飛 行時間 型霓量分析 計を用 い て価数分 析 し．光 イオン ス ペ ク ト

ル を得た。測定 した光エ ネル ギ
ー

範囲は IO70 〜IOgOeV で 、1〜4価 の 光

イオ ン ス ペ ク トル が 得 ら れ た eNsの K殻 吸収 端 付 近 で 光 イオ ン の 価 数 を分

離 したの は 今回の 測定が 初めて で あるp 結果をFig．溘に 示 す。
　 K 殻 吸 収 端 ｛1019eV） 以 下 で は ls−np 共 鳴 で 2 価 イ 才 ン が 支 配 的 で あ

り 、1 価 イ オ ン は 1596程 度

し か な い 。二 れ は Ne で は

1s−np で 1 価が 約5096ほ ど

あ る の と 大 き く異 な っ て い

る。こ れ は Naで は 2 価 イ 才

ン の し き い 饐 が 低 い の で ぞ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　5
tWO　 step 　 Augerで 2価 に　　　　　　　　　　　　　
行 くチ ャ ン ネ ル が 大 き く な さ

るた め と考 え られ る。　 　 　 ≧
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i

　 K吸収端よ り上で は 2価が 9　　　　　　　　　　　　ら
支 配 的 な こ と に 変 わ りは な

∈

　　　　　　　　　　　　 P

IDO

10
．1

10z

い が 3 価 イ オ ン の 生 成 効 ＄ 碧 lol　　　　　　　　　　　　　e
が 大 き く な っ て く る 。Ne多 t
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 8
価イ オ ン の Z ネル ギ

ー
準位

を参 考 に 多価 イ オ ン 生 成過 　　10
‘

程を膳膾する。
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